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令和6年度区長挨拶

日頃は自治区の運営に対しご支援とご協力を賜り、誠にありがとうございます。新年

度を迎え、ご挨拶をさせていただきます。今回は地震などの自然災害への備えについて

述べます。「ブラジルの1匹の蝶の羽ばたきは、巡り巡ってアメリカ・テキサス州のハリ

ケーンの原因となりうるでしょうか。」1972年アメリカの気象学者エドワード・ローレ

ンツは、正確な気象予報の困難さをこのようにたとえ、初期条件の僅かな違いが観測結

果に大きな影響を与えることを示しました。ローレンツのこの問いは、やがて「バタフ

ライ効果」として大衆文化にも受容され、「偶然に導かれた数奇な因果関係」を意味す

る言葉として用いられています。本日区民会館の窓の外を流れる爽やかな風も、もしか

したら2年前に区長として初めてこの会館に足を踏み入れた時の風の名残なのかもしれま

せんし、さらに、今日のこの風がめぐりめぐって将来の風水害につながるのかもしれま

せん。そして、万が一自然災害が発生した際、自分の命は自分で守る「自助」が基本と

なります。そして「自助」を実行するためには、区民一人ひとりの日々の備えが必要で

す。いざという時に自分の身を守るために今何ができるのか、皆さん一人ひとりが考え、

準備を進めていただきたいと思います。

一方「共助」とは、自治会などの地域コミュニティ単位で、災害時の助け合い体制を

構築および災害時に実際に助け合うことです。自助に加え、地域の共助によってより災

害に強い地域づくりができるようになります。そのために不可欠なのが、自主防災組織

です。豊田市では、各自治区に「自主防災会」があり、日頃から地域内の安全点検や防

災意識の普及・啓発を行い、防災訓練の実施などを通して共助の主役を担っています。

平芝自主防災会では、今後ヘルメットなどの防災用品、緊急避難場所の備蓄品などを

充実させていこうと考えています。また水害および地震時の防災マップの作成も併せて

行っていく予定です。

今年度も区民の皆様とのコミュニケーションをより大切にし、自治区運営を行って参

りますので、皆様のご協力をお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

令和5年度定期総会

3月17日（日）令和5年度の定期総会を区民会館において

開催しました。昨年度はコロナ禍の影響もあり、前後半の

二部制としましたが、今年度は役員ならびに新旧組長さん

約100名が一堂に会して盛大に取り行いました。

総会では令和5年度行事の実績、会計報告の後、令和6年度行事予定、予算案、新役員

および評議員について報告。いずれの案件も満場一致でご承認いただきました。本総会

を以て令和5年度の行事は全て終了し、4月より新年度の活動が始まりました。

自助のための取り組みと豊田市における制度（例）

制度・ツール内 容取り組み

耐震診断・耐震改修補助無料耐震診断・耐震補強工事(～1981年5月･木造家屋)建築物耐震化

防災マニュアル家具やテレビを金具で固定・食器類の散乱防止家具などの転倒・散乱防止

防災マップ・ﾏｲ‣ﾀｲﾑﾗｲﾝ近所の危険個所・避難場所・避難ルートの確認危険個所や避難場所の確認

防災マニュアル避難所の備蓄を当てにせず自分で確保(目安：7日分）飲食料の備蓄

NTT災害伝言等ダイヤル避難先・落ち合う場所・連絡手段を家族で話し合い家族防災会議
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地震への備えについて
昨年度は「1000年に一度の水害」に対し、区民の皆さんに各世帯の緊急避難先アンケー

トにご協力いただき、自治区内全世帯の緊急避難先を確定することができました。皆さん

のご協力に感謝いたします。

一方、地震についてですが、20年ほど前には「東海地震・東南海大地震」の発生が話題

になっていました。平成25(2013)年に「1000年に一度の南海トラフ最大級」として、改め

て予測が行われていますが、それに関してはつい先日まではさして話題にも上っていませ

んでした。しかし、令和6年1月1日に発生した「能登半島地震」の被害を目の当たりにし

て、地震の怖さ、家屋、家具類や避難に対する事前準備の重要性について、改めて実感さ

れた方も多いのではないかと思います。

そこで、今年度は「南海トラフ地震」や、まだあまり話題には上っていませんが、｢猿

投・境川断層による直下型地震」を取り上げて、地震に対する区民の皆さんへの啓発を

図っていきたいと考えています。

区民の皆さんに留意していただきたい点は二つあります。一つ目は、ご自宅の耐震状

況がどのようなものかを把握していただきたいことです。1981（昭和56）年6月1日から

施行された耐震基準は「新耐震基準」と呼ばれ、2023年時点でも変わらず適用されてい

ます（2020年に一部見直しあり）。新耐震基準では震度6強程度の

揺れでも家屋が倒壊・崩壊しないことを基準としており、それまで

よりも耐震性に関する規定は厳格化されています。従って1981年
6月以降に設計が行われ、その後に建てられた建物は、木造であれ

鉄筋であれ耐震強度は十分と考えられます。それに対し1981年5月
以前に建てられた建物（1981年6月以降に建てられた建物でも5月
以前に設計されたものを含む）は、耐震強度が5強程度のため要注

意です。ただ、該当する建物でも耐震診断を行い、診断に基づいて耐震補強を行った建物

は特に問題ないと考えますが、そうでない建物は要注意です。是非ご自宅の耐震状況の確

認と耐震強度不足と診断された場合の耐震補強をお願いします。

また、耐震補強と同様に大事なのは建物内の家具類の地震対策です。

特に、造り付けではないタンスやロッカー、食器棚、冷蔵庫といった

大物家具・家電は、しっかりと転倒防止を行ってください。さらに

食器棚については、扉への食器散乱防止対策を行っておけば、より

安全・安心です。

二つ目は火災です。広範囲に渡った輪島の火災も火元は1件で、漏

電による火災発生から広がったものと考えられています。建物が倒壊

しなくても、家電製品が散乱し、切断したコードで漏電、発火する可

能性もあります。自宅を出て避難場所へ移動する際には、二次災害防

止のために、ブレーカーを落としたり(感震ブレーカーもあります)、
ガスの元栓を閉めるなど、自宅で行うべきことを確実に行ってから

自宅を離れるようにしましょう。また、万が一火災が発生した場合、

初期消火が重要となります。家庭への「消火器」の常備、また火災発

生時の初期消火体制の整備などを考えていく必要があります。

今年度は「水害への備え」に加えて「地震への備え」も考え、区民

の皆さんと共に対策を考えていきたいと思います。そして、不慮の災

害への事前準備を念頭に、8月ごろを目途に自主防災体制の改訂をし、

10月1日から新体制への移行を行う予定です。また8月ごろには「自治区防災マップ」およ

び「自治区防災カルテ」を全世帯に配布できるようにしたいと考えています。

簡易タイプ
感震ブレーカー

分電盤タイプ

家屋の耐震診断・補強

家具の転倒防止
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令和6年度自治区役員・専任委員

職 務氏 名役 職職 務氏 名役 員

厚生労働省大塚 隆光民生児童委員各部全般戸田 博基区 長

厚生労働省林本 基民生児童委員総務部部長内田 博喜副区長

こども家庭庁服部 園子主任児童委員防災防犯部部長服部 啓二副区長補佐

交推協戸田 博基委 員総務部副部長井上 眞一会 計

環境委員加藤 賢治委 員環境部部長佐野 浩司評議員

環境委員清水 義雄委 員環境部副部長三宅 守之評議員

環境委員野村 弘巳委 員体育文化部部長近藤 正吾評議員

環境委員西川 雅子委 員体育文化部副部長岡本 勝評議員

環境委員藤田 照子委 員防災防犯部副部長菖蒲 嘉子評議員

環境委員加藤 和雄委 員広報書記部部長稲本 良治評議員

環境委員渡辺 智恵子委 員広報書記部副部長神谷 雅英評議員

環境委員鈴木 貴之委 員広報書記部副部長川澄 勝久評議員

環境委員緒方 美保子委 員福祉部部長此島 明吏評議員

防災活動検討WG長内田 博喜委 員福祉部副部長小野 奈保美評議員

防災活動検討WG副服部 啓二委 員角田 可代美評議員

防災活動検討WG副菖蒲 嘉子委 員相談役新見 隆相談役

会計監査（副）緒方 美保子会計監査会計監査（正）古賀 清孝会計監査

令和6年度災害対策委員（太字はブロックリーダー） 9月までの暫定

戸田博基山内ひとみ稲本春美三宅ひふみ戸田さゆみ林本まり子林本 基服部啓二

三宅智寿子佐野正尚新見輝夫加藤賢治羽根田 明清水義雄杉浦恵子服部園子

羽根田晃次三宅守之岡本 勝深谷久依深谷 誠浅井伸一三宅喜久男佐野浩司

鈴木芳子新見直己古井幸一新見 隆加藤和雄石川房子野村友美三宅達也

井上眞一古賀清孝大塚隆光大羅博志中村博文宰川 徹林本安弘緒方美保子

野村弘巳井口恒雄木村早苗新見 徹長山博一隅田悦之内田博喜

小野奈保美水野恒夫小林 睦沖田光世鈴木英世稲本孝志神谷雅英川澄勝久

菖蒲嘉子服部啓二内田博喜ワーキンググループ菖蒲嘉子角田可代美此島明史

令和6年度自治区諸団体役員

菖蒲 嘉子代表県営住宅(自)鈴木 哲代表芝縁会本間 二郎代表日の出会

黒田 晴彦代表ﾊﾞﾝﾍﾞｰﾙ平芝三浦 明彦副新見 節子副

永井 稜佑代表１分団２部
消 防 団

野村 慶子代表女性会三宅 喜久男代表友の会

山田 哲也副林本 まり子副林本 健副

久保田 紀子代表どんぐり
子供会

羽根田 明代表なじみ会

和氣 祐子副大羅 博志副
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平芝公園梅まつり
第21回平芝公園梅まつりが2月24日(土)より3月10日(日)の期間

で豊田南ライオンズクラブと平芝自治区の共催で開催されました。
3月2日(土)10時より豊田市役所、JAあいち豊田、崇化館交流館

より来賓の方々をお招きして、オープニングセレモニーが盛大に
行われました。当日は晴天ながら気温が低く、風も強い日でした
が、会場にはキッチンカー、野菜・花の苗の直売所など色々と楽
しめるお店が多く出店してくれました。
11時頃からは吉田知市さんと戸田区長によるギター演奏と懐か

しのメロディショーが行われ、多くの方々が歌詞カードを片手に、
若かりし頃の歌を楽しまれました。翌3日(日)には晴天の温かい行
楽日和となり、多くの方々が平芝公園を訪れていました。
この日は豊田殿姫チンドンが賑やかな行進や昔懐かしいメロディの演奏で会場を賑わせ
てくれました。11時頃からは、世界で活躍するマジシャン後藤凌さんによる軽妙な語り
と見事なマジックショーに、集まった観客から笑い声や歓声が響いて、皆さんとても楽
しい時を過ごされていました。

今年は歴代2番目の暖冬のせいか、梅まつり開催時には梅の見ごろが過ぎてしまってい
たのが残念でした。そこで来年の梅まつりは一週間程度開催を早め、梅の花と梅の香、
そして楽しい催し物を楽しんでいただけるよう企画を行いたいと考えています。

役員交代のお知らせ
令和5年度会計佐野浩司様および評議員緒方美保子様の2名の方々が退任され、新たに

令和6年度副区長補佐に服部啓二さん、会計に井上眞一さん、評議員に佐野浩司さん、
近藤正吾さん、稲本良二さんの計5名の方々が就任されました。

福祉部よりご案内
豊田市｢ずっと元気プロジェクト｣の一環として、65才以上の方を対象に｢フラダンスを

取り入れたトレーニング｣を無料で行います。4月～9月までの毎月第2水曜日10時より、
計6回、区民会館にて行います。是非ご参加ください。(問合せ先：本間 0565-32-2751)


